
第
５
章宇宙県のこれから

　2016年からはじまった宇宙県の活動は今も広がってい
ます。その特徴の一つは多様な人々が関わっていること
です。観測所の研究者や技術者、プラネタリウムや公開
天文台、博物館などの職員、各地の天文同好会会員、ホ
テルのスタッフ、カフェ店員など、たくさんの人々が活
動しています。このような多様な人々による宇宙県の活
動は主体的な市民参加によるものです。ここでは、宇宙
県のこれからについて展望します。

121



温故知新
～新たな市民科学～

　1990 年代より欧米で広まったCitizen Scienceの日本語訳とし
て市民科学という言葉が使われています。このような市民科学
という言葉がまだない時代から、諏訪天文同好会は市民科学を
実践していました。
　諏訪天文同好会は1920年代からプロの天文学者である神田茂
と協力し、変光星の観測を天文月報へ報告しています。現在も
太陽観測を続けている藤森賢一は太陽研究者である日江井榮二
郎や桜井隆と協力し、研究論文を発表しています。このような
諏訪天文同好会による市民科学の実践から新たな市民科学の姿
を学び、これからの宇宙県の活動を模索しています。

※市民科学は、多様な意味を持っていますが、ここでは市民の科学研究参加と
します。
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宇宙県スタンプラリー

　2017年には「長野県は宇宙県」の最初のイベントとして、
「長野県は宇宙県」サマー・スタンプラリーを実施しました。こ
の時、クラウドファンディングにて集まった資金により景品等を
作成してイベントを行ないました。2018年、2019年にもスタン
プラリーを実施し、2020年はコロナ禍により各地を訪問するス
タンプラリーではなく、動画を視聴してキーワードを探してもら
うキーワードラリーを実施しました。このスタンプラリーの活動
は宇宙県の横のつながりを強めるものとなりました。

スタンプシートと景品（「長野県は宇宙県」連絡協議会蔵）

スタンプラリーで用いたスタンプシートと景品。
ほしくまというキャラクターをデザインし、宇宙県グッズを開発した。
スタンプラリーの実施により、長野県内に宇宙に関わる人々が多数いる
ことが可視化された。

123



星空継続観測

　環境省が呼びかける星
空継続観察が2018年より
再開されました。これに
あわせて、長野県内の夜
空の暗さを継続的に測定
し、星空環境の維持を呼
びかけていく長野県星空
継続観察ワーキンググ
ループを立ち上げまし
た。以降、年2回の星空
継続観察期間に長野県内
の系統的な夜空の測定を
実施しています。
　これまでの測定を通し
て、長野県の77市町村す
べてにおいて、天の川が
見える地点があることを
立証しました。このよう
な多地点の観測を継続で
きているのは、県内各地
の天文家の積極的な参加
によるものであり、この
活動は市民科学の好例と
いえます。

長野県内各地の天の川の写真
（提供　長野県星空継続観察ワーキンググループ）
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光害の防止

　長野県は、2021年10月に「公害の防止に関する条例」を一部
改正し、「良好な生活環境の保全に関する条例」として、光害
に関する規定を新たに盛り込みました。長野県の星空環境の悪
化を止めることが期待されています。
　この条例改正のきっかけの一つが塩尻星の会による署名活動
でした。また、サーチライトの影響がどの範囲まで及んでいる
かを把握する際、これまでつくりあげてきた宇宙県の横のネッ
トワークが活用されました。

サーチライトが夜空を照らす様子
（提供　塩尻星の会）
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天文文化研究会の活動

　2019年からスタートした長野県天文文化研究会では、長野県
の天文文化の歴史を紐解くことを目的として活動しています。
現在は、日本で最初の市民レベルの天文同好会といえる諏訪天
文同好会の活動を、市民科学の観点から紐解く活動を展開して
います。
　本展の内容はこの会の研究がベースになっています。また、
三澤勝衛、田中静人、藤森賢一など長野県内のアマチュア太陽
黒点観測者のデータを保存、アーカイブ化することにより、長
期的な太陽活動の研究に資する活動も行っています。

活動の様子
（提供　長野県天文文化研究会）
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　本展は、諏訪天文同好会の100年にわたる
活動を中心に、長野県、そして、日本の近現
代天文史について紹介しました。そこには、
アマチュア天文家がプロの天文学者と協力し
ながら、科学研究に参加している様子を見る
ことができます。諏訪天文同好会の活動は光
害防止やビーナスライン建設反対運動などの
環境保護活動にまで及んでいます。本展で紹
介した諏訪天文同好会による天文学や社会活
動への市民参加が、これからの市民科学の在
り方を模索するヒントとなれば幸いです。

お
わ
り
に
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大西浩次、小野澤寛、小平昭彦、佐久間精一、高井道夫、
茅野勝彦、平出正幸、藤森賢一、三澤文衣、若宮崇令
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